
◆孫文記念館について

当記念館は、中国の革命家

である孫文(1866へま925 )を

顕彰する日本で唯一の施設で、

1984 (昭和59 )年11月に開設

されました。この建物の前身

は神戸で活躍していた中国人

実業家・呉錦堂(1855へ1926)

孫文 の別荘「松海別離」ヒ「移惜

閥」でした。孫文が1913(大正2)年3月14日に棄却し

た時、ここが孫文歓迎の昼食会の会場となったことか

ら、孫文ゆかりの場所となりました。現在、当館で

は、日本や神戸と孫文の関わりを中心に、呉錦堂の坐

涯、移情閥の変遷などに関する展示が行われています。

本傭是日本唯一彰毘中国革命家剥、文(1866-1925)

功鎖的怨念場僧,干1984年11月正式対外井放。妃念塘

所在建筑物,其前身是神戸的隼人実地家英鵠堂(18与与-

1926)的別璧“松涛則圧力及“移借問の。孤文1913年3月14

日来神坊間的,神戸華僑界、経済界有志之士在“松海

別圧力挙行了次週孤文的午餐宴会。現在,鯖内集中展

示日本与謝文、神戸与孤文的庚史淵源,井介錯芙鵠堂

的一生以及移情陶的変造等。

This memo「ial剛opened in November 1984 asthe onIy fac申y i[

」apan to 〔OmmemOrate Sun Yat-Sen (1 866-1925〉 the great Chinese

revolutionary. The bu欄ng was previously Shokai V冊〈ijokaku), a

VaCation home ofWu jintang(1 855-1926), a SuCCeSSfui Chinese

businessman in Kobe. When Sun Yat-Sen Visited Kobe on March 14

0f1913, hissupporters inthe busi[e§SWOrldand Chinese living in

Kobe held a luncheon thereto weI〔Ome him. Today, this memorial

ha= exhibits on topic§ 0佃fe of§un Yat{en, the relationship between

Sun and Kobe,」apan, the Iife ofWujintang, aSWe= asthe history

Of ijokaku.
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孫文語念館(移博聞)

〒6与5-0047神戸市垂水区東舞子町20与1舞子公園内

TEL(O78) 783-71 72 FAX.(078) 785-3440

https://www,SOnbunkinenkan,COm

◆利用案内

開館時間1〇時へ17時(最終入館1 6時30分)

休館日 月曜日(祝日の場合は翌日休館)

年末年始(12月29日へ1月3日)

入館料金 大人300円 優待(7〇歳以上) 200円

団体(20名以上) 200円

高校生以下無料

身体陣がい者手帳、療育手帳又は精神陸がい

者保険福祉手帳を提示の場合は、本人および

その付添者1名が入館無料となります。

◆交通案内

公共交通」R舞子駅徒歩7分

山陽電鉄舞子公園駅徒歩8分

高速バス
「高速舞子バスの朝ば空事と襲撃筆

二言二二㌔ヱ‾‾こ教丁叫‾‾丁-‾
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第三神明遥露和南門‾=
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当館では、中国の革命家である孫文および

それに関連する日中近現代交流史について展

示されています。孫文は革命運動に奔走した

30年のうち、およそ9年間、日本に滞在し、

活動していました。また、当時海運の重要な

拠点であった神戸には、孫文は計18回も訪れ、

多くの足跡を残しています。

常設展では、 「孫文の生涯」 「日本と孫文」

「神戸と孫文」 「呉錦堂とその事業」と「移

情閣」の五つのテーマに沿って関連写真パネ

ルのほか、孫文直筆の書やゆかりの品々を展

示しています。
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▲ 1餌6年4月、孫文が寮諌潜軽時に静間家に贈った題詞
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孫文託念館(移博聞)は、大庄初期に中国

人実業家・呉錦堂が建てた別荘を移転復原し

た、八角三周の印象的な楼閣です。本館は、

現存する日本最古級の木骨コンクリートブロ

ック適の建造物であり、国の重要文化財に指

定されています。館内では、復原工事で蘇っ

た英国製タイル、大正ロマン香る金唐織が往

時を物語っています。
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▲孫文が今井議事の題詞帳

のために輔車したもの、

1916へ1飢7年

1 1918年6月、殿田英雄の

求めに応じ、孫文が胡漠

民・戴季陶とともに揮苺

した寄せ書き

当館では、日本に残されている孫文直筆の題詞を収集し

てきました。現在では、寄贈品・寄託品を含め8点の作品

を展示しています。現存する約200点の孫文直筆の題詞は

各地に散在しており、最も多く収集しているのが中国国家

博物館です(およそ20点)。当館は、上海孫中山故屈託念館

や広東省中山市孫中山改暦記念館と並んで、その次に多く

のコレクションを有しています。孫文は書家ではないもの

の、達筆家として中国では轟く評価されています。是非、

当館収蔵の孫文垣等の題詞をご堪能ください。


